
福岡市では、人生100年時代の到来を見据え、誰もが心身ともに健康で自分らしく暮らせる持続可能な
まちを目指すプロジェクト『福岡100』を進めております。 

その取組みの一環として、市民の健康を阻害している要因の上位である「現役世代を中心とした運動不
足」（詳細は別紙参照）を解消するため、自然と楽しく体を動かしたくなる仕組みや仕掛けがあるまちづく
りに取り組む「Fitness Cityプロジェクト」を始動します。 

 
 
オフィスワーカーが集まる博多駅周辺をパイロットエリアに、10月以降

順次、公園や道路、駅などの身近な環境を活用し、自然と楽しく体を動かし 
たくなる仕組みや仕掛けづくりに取り組みます。 

 

階段を上った回数を市内の名所の高さに見立てることで、 
階段の利用を促すようなデザインを、10月1日～31日の間、 
試験的に導入し、通勤時等の階段利用を促進します。 
【場所】地下鉄博多駅 筑紫口階段 

 
楽しく体を動かせるイベント「プレイ・フィットネス」を、10月12日～14日の 

昼休みの時間帯に、福岡100PARTNERSと連携して開催します（詳細は別紙参照）。 
健康イベントの開催やキッチンカーの誘致等、仕事の合間等で公園に立ち寄る 

きっかけづくりをします。 
【場所】明治公園（博多区博多駅前三丁目24） 

博多駅と祇園駅をつなぐ大博通りの西側歩道では、「ひと駅分の歩きを促す、歩いて楽しい空間づくり」
に取り組みます。 

福岡100「Fitness City プロジェクト」始動! 
～自然と楽しく体を動かしたくなるまちへ～

市政記者各位
令和４年９月21日

24 回 上 ると、  
福 岡 タワーの 
頂 上 に 到 達 ! 

（２）立ち寄りたくなる公園

（３）歩きたくなる歩道

（１）上りたくなる階段

パイロットエリアでの取組み

【Fitness Cityプロジェクト全体、プレイフィットネスに関する問い合わせ先】 
福祉局総務企画部政策推進課  担当:奥田、龍  TEL:092-711-4811 

【歩道の整備に関する問い合わせ先】 
道路下水道局計画部道路利活用推進課 
担当:山口、安河内 TEL:711-4518 

【公園に関する問い合わせ先】 
住宅都市局公園部政策課 
担当:中村、田村 TEL:711-4445 
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回答数：男性 699

女性 1,051

 

 

 

 令和元年に実施した「市民の健康づくりに関するアンケート調査」により把握した
市民の生活習慣や健康状態などと、生活習慣の健康へのリスクに関する「国立がん研
究センターの先行研究結果」などを用いて、市民の健康を阻害している要因分析を実
施。  
「適正でない BMI」や「喫煙」などの健康リスク要因について、その健康へのリスク

の高さと、要因を抱えている市民の割合を掛け合わせ、市民の健康を阻害している程
度を算出したもの。  
上位２位が男女とも、「適正でない BMI」、「身体活動（運動）量の不足」という結

果になり、こうしたリスクを抱える市民の約２割が、状況を改善した場合、市民の健
康寿命が 0.3年～ 0.6年延伸する効果が見込めることが判明した。  

 
【市民の健康阻害要因を改善（市全体で２割改善）した場合の寿命延伸効果】  

 

 

 

 

また、日頃（おおむね週１回以上）の運動習慣がない人の割合を確認すると、 30～
50代で特に不足しているという結果になった。  

【日頃 (おおむね週１回以上 )の運動習慣がない人の割合】  

 

 

 

 

 

 

（令和元年度市民の健康づくりに関するアンケート調査）  

〇〇××  市民の健康阻害要因 参考  

〇〇××  市民の健康阻害要因分析 
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